
ＯＫＩに於ける円高・株安の影響(億円)
為替の変動影響 株価

年度3月期 差益 差損 評価損
2000 50.3
2001 18.8 30
2002 22.1 181
2003 18.9 72
2004 20.4 15
2005 5.6 12
2006 22.8
2007 21
2008 24.8 2
2009 73.6 8
2010 12.5 10

合計 69.3 200.5 351
　＊海外の子会社売却などの影響含む

銘柄数 株数 簿価
01年 293 1億1千万 604億円

10年 184 　　6千万 291億円

暑
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
。
人
は

普
段
食
べ
物
や
飲

み
水
か
ら
一
日
に

２
〜
３
リ
ッ
ト
ル

の
水
分
を
補
給
し
て
い
ま
す
が
、

大
量
に
汗
を
か
く
こ
の
時
期
は
、

そ
れ
以
上
の
水
分
補
給
が
必
要

で
す
。
熱
中
症
予
防
の
た
め
、

喉
の
渇
き
を
覚
え
る
前
に
コ
ッ

プ
一
杯
程
度
の
水
を
こ
ま
め
に

補
給
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
す
る
事
は
、
宣
伝
に
誘

わ
れ
て
汗
で
失
わ
れ
た
塩
分
、

ミ
ネ
ラ
ル
補
給
に
と
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
や
口
当
た
り
の
良
い

清
涼
飲
料
水
を
飲
ん
で
し
ま
う

こ
と
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
一

本
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
清

涼
飲
料
水
に
は
大
量
の
糖
分
、

合
成
保
存
料
、
食
品
添
加
物
な

ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
症

候
群
と
呼
ば
れ
る
症
状
を
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

症
状
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な

ど
の
飲
み
す
ぎ
で
す
。
糖
分
は
、

大
量
に
摂
取
す
る
と
代
謝
が
間

に
合
わ
ず
糖
分
の
ま
ま
血
液
中

に
吸
収
さ
れ
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
障

害
、
血
糖
値
異
常
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
の
急
性
欠
乏
な
ど
を
招
き

糖
尿
病
、
神
経
障
害
（
切
れ
や

す
い
）
、
脚
気
な
ど
の
症
状
を

き
た
し
ま
す
。
ま
た
、
合
成
保

存
料
、
食
品
添
加
物
の
摂
取
も

体
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
一
日
３
回
の
食

事
を
規
則
的
に
摂
る
こ
と
で
炭

水
化
物
＝
糖
分
、
塩
分
や
ミ
ネ

ラ
ル
は
十
分
補
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
結
局
、
暑
い
中
で
の
労
働

や
、
過
激
な
運
動
を
し
な
け
れ

ば
熱
中
症
予
防
に
は
水
、
お
茶

が
体
に
良
い
と
言
う
事
で
す
。

２ ０ １ ０ 年 ９ 月 第 ２ ６ ５ 号
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★ 沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】★

今
年
度
か
ら
沖
電
気
の

方
針
が
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
グ
ル
ー
プ
経
営
」
に
よ

る
分
社
施
策
か
ら
一
転
し

て
グ
ル
ー
プ
企
業
の
統
廃

合
で
企
業
数
の
半
減
化
を

行
う
計
画
に
大
転
換
し
ま

し
た
。
（
中
期
経
営
計
画
）

沖
電
気
は
事
業
再
建
計

画
の
た
め
に
０
２
年
か
ら

だ
け
で
も
約
７
０
０
億
円

（
退
職
割
増
金
も
含
む
）

も
費
や
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
方
針
の
ど
こ
が
問

題
だ
っ
た
の
か
？
の
反
省

が
不
透
明
の
ま
ま
の
転
換

に
職
場
で
は
雇
用
、
賃
金

抑
制
と
併
せ
て
不
満
、
不

安
が
沈
殿
し
て
い
ま
す
。

落
ち
着
い
て

仕
事
が
し
た
い

入
社
し
て
１
０
年
と
い

う
人
は
「
職
場
異
動
が
頻

繁
で
、
職
場
名
を
忘
れ
る

く
ら
い
で
す
よ
。
最
近
は

歓
送
迎
会
も
な
い
時
も
。

勤
務
地
も
変
わ
る
し
、
ホ

ン
ト
、
落
ち
着
い
て
仕
事

が
し
た
い
で
す
ね
」

ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
製
造
職

場
で
働
い
て
い
る
人
は

「
高
崎
工
場
か
ら
富
岡
に

移
り
、
そ
こ
か
ら
本
庄
工

場
に
。
今
年
は
ま
た
富
岡

工
場
へ
、
移
動
費
用
も
馬

鹿
に
な
ら
な
い
の
に
・
・
」
、

呆
れ
て
、
方
針
転
換
に
慣

れ
た
話
し
ぶ
り
で
す
。

使
い
捨
て
雇
用
で
は

展
望
は
開
け
ぬ

低
賃
金
の
不
安
定
雇
用

問
題
が
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
正
規
か
ら

派
遣
・
契
約
社
員
へ
の
置

き
換
え
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
同
じ
仕
事
を
し
て
も
正

規
よ
り
安
い
賃
金
、
教
育

も
不
充
分
だ
し
、
ノ
ル
マ

は
き
つ
い
。
い
つ
ク
ビ
か

と
、
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
ま

す
」
正
規
も
非
正
規
も
安

心
し
て
働
き
、
生
活
で
き

る
職
場
を
望
ん
で
い
ま
す
。

▼
▽

よ
く
あ
る
質
問

△
▲

有
給
休
暇
の
買
い
上
げ

は
許
さ
れ
ま
す
か

買
い
上
げ
の
予
約
を
す
る
こ
と
は

労
働
基
準
法
違
反
で
す
が
、
次
の

場
合
は
労
働
基
準
局
や
裁
判
所
の

判
断
で
も
買
い
上
げ
は
違
反
で
は

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
労
基
法
（
法
定
）
を
上
回
っ

て
付
与
し
て
い
る
日
数

②
法
定

日
数
で
も
有
効
期
限
の
２
年
間
で

消
滅
す
る
日
数
を
有
効
期
限
後
で

の
買
い
上
げ

③
退
職
者
の
年
休

の
退
職
時
の
買
い
上
げ
。
な
ど
。

ゆ
え
に
、
派
遣
社
員
が
派
遣
会

社
を
退
職
し
て
沖
電
気
の
社
員

（
契
約
社
員
含
む
）
に
な
る
時
に
、

派
遣
会
社
が
有
給
休
暇
を
買
い
上

げ
る
の
は
違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

沖
電
気
で
の
退
職
時
も
同
様
で
す
。

システムセンターは今日も不夜城

沖電気の労使は仕事と生活の調和の実現のために「長

時間労働の抑制」「有給休暇の活用」に取り組んでい

る。埼玉県蕨市のシステムセンターの現実は・・・。

◇ ＯＡＫ調べ。退社人数は概数です。◇

シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
に

は
沖
電
気
と
関
連
企
業
の

従
業
員
約
２
６
０
０
人
が

働
い
て
い
ま
す
。
企
業
の

中
に
は
《
２
２
時
ま
で
に

は
退
社
す
る
こ
と
》
の
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が

余
り
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

★

２
２
時
〜
２
３
時
の

間
に
退
社
し
た
人
数
は

①
の
日

２
３
０
人

②
の
日

１
９
０
人

①０７年１１月２０日 火 ２３時

②１０年８月３０日 月 ２３時

為
替
レ
ー
ト
や
株
価
の
変

動
が
経
営
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

◆
株
価
変
動
で
は
、
時

価
が
簿
価
の
５
０
％
以
下
に

な
る
と
損
失
分
（
評
価
損
）

を
計
上
す
る
規
則
で
す
。

例
え
ば
１
０
年
３
月
期

は

１
０
億
円
の
投
資
有
価

証
券
（
株
式
）
の
損
失
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
４

月
１
日
〜
６
月
３
０
日
の
決

算
書
で
は
既
に
２
４
億
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

保
有
有
価
証
券

の
推
移
は
下
表
↓

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

評
価
損
の
補
填
や
資
金
ぐ
り

の
た
め
に
売
却
も
進
ん
で
簿

価
が
半
減
し
て
い
ま
す
。

◆
為
替
で
は
１
５
年
前

に
８
５
円
ぐ
ら
い
ま
で
円

高
に
な
り
、
沖
電
気
の
想

定
１
ド
ル
９
０
円
で
は
輸

出
で
の
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

円
高
・
株
安

過
去
１
０
年
間
の
合
計

沖
電
気
の
損
失
は
４
８
０
億
円
超

職
場
の
や
る
気
を
な
く
す

頻
繁
な
組
織
変
更

非
正
規
社
員
化

正
規
社
員
か
ら
非
正
規
へ

今
日
も
派
遣
募
集
！
７
・
１
１

繰
り
返
す
な

労
働
者
へ
の
し
わ
寄
せ

沖
電
気
も
円
高
・
株
安

の
度
に
生
産
の
海
外
移
転
、

人
員
削
減
、
賃
金
抑
止
を

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

国
・
企
業
の
政
策
も
海
外

依
存
か
ら
内
需
拡
大
へ
転

換
が
必
要
で
す
。
日
本
経

済
の
再
建
に
は
賃
金
・
雇

用
の
破
壊
に
対
す
る
特
別

の
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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★ なくそう貧困 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ０ 年 ９ 月 第 ２ ６ ５ 号

猛
暑
の
中

恒
例
の
豪
雨
対
策

【
埼
玉
・
本
庄
】

本
庄
工
場
は
低
床
の
と
こ
ろ
も

あ
り
、
豪
雨
時
に
は
職
場
へ
の

浸
水
騒
ぎ
が
恒
例
で
す
。
対
策

で
排
水
ポ
ン
プ
が
強
化
さ
れ
改

善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
連
休
中
は
雷
に
よ

る
停
電
で
機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
な
く
浸
水
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
浸
水
場
所

近
く
の
職
場
の
人
が
、
夕
方
雲

行
き
を
見
な
が
ら
、
防
水
堰
板

を
取
り
付
け
土
嚢
を
並
べ
帰
宅

し
ま
す
。
翌
朝
は
ま
た
取
り
外

し
ま
す
。
汗
を
か
き
な
が
ら
の

朝
夕
の
仕
事
で
す
。

猛
暑
の
中
、
夏
の
作
業
服
へ

の
不
満
も
聞
か
れ
ま
す
。
男
性

は
白
い
襟
で
汚
れ
が
目
立
ち
、

脱
ぎ
着
も
大
変
、
髪
も
ば
さ
ば

さ
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
も
少
な
く
、

洗
い
す
ぎ
る
と
生
地
が
弱
く
な

り
脱
ぐ
時
に
首
の
後
ろ
で
破
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
女
性
の
ベ
ス

ト
も
裏
地
が
あ
っ
て
通
気
性
が

悪
い
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
人
が

デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
決
め
た
の
で

は
の
声
も
。
温
暖
化
の
中
実
用

的
で
ク
ー
ル
な
も
の
に
変
え
て

欲
し
い
で
す
ね
。

い
よ
い
よ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
離
脱

企
業
年
金
・
健
康
保
険

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

０
８
年
１
０
月
に
ロ
ー
ム
に

売
却
さ
れ
た
半
導
体
事
業
は
、

相
次
ぐ
首
切
り
「
合
理
化
」
で

グ
ル
ー
プ
従
業
員
は
半
減
以
下

の
約
２
４
０
０
人
ま
で
減
り
ま

し
た
。
拠
点
で
あ
っ
た
八
王
子

地
区
は
、
約
４
０
０
人
規
模
で

の
存
続
が
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。

懸
案
の
企
業
年
金
・
健
康
保
険

の
Ｏ
Ｋ
Ｉ
か
ら
の
脱
退
・
移
管

問
題
も
会
社
か
ら
具
体
的
な
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

企
業
年
金
は
現
行
制
度
を
基

本
に
す
る
こ
と
。
健
康
保
険
は

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
協
会
け

ん
ぽ
よ
り
保
険
料
率
が
低
い
東

京
電
子
健
保
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
保
険
料
率
（
労
使
）

の
比
較
で
は

Ｏ
Ｋ
Ｉ
健
保
６
・

８
％
、
協
会
け
ん
ぽ
９
・
３
４

％
、
東
京
電
子
８
・
８
％
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
時
代
よ
り
２
％
負
担

増
に
な
る
提
案
に
職
場
に
は
諦

め
と
同
時
に
増
加
分
の
補
填
を

望
む
声
も
あ
り
ま
す
。

本
庄
か
ら
富
岡
へ
の

大
量
異
動
、
説
明
さ
れ
た
の
？

【
群
馬
・
富
岡
】

夏
休
み
の
連
休
明
け
か
ら
、

急
に
駐
車
場
に
止
め
る
車
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
昼
休
み
の
食

堂
で
も
「
久
し
ぶ
り
だ
な
。
今

度
富
岡
に
移
っ
た
か
ら
」
と
い

う
会
話
を
交
わ
し
、
近
況
を
話

し
合
っ
て
い
る
組
合
員
の
姿
を

見
か
け
ま
す
。

本
庄
の
試
験
職
場
の
一
部
が

富
岡
に
異
動
し
て
く
る
話
し
は

以
前
か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

異
動
の
背
景
や
規
模
な
ど
に
関

し
て
、
具
体
的
な
報
告
は
一
切

な
く
「
い
つ
の
間
に
か
食
堂
の

人
数
が
増
え
た
な
」
と
い
う
印

象
で
す
。

労
働
者
の
「
大
量
の
異
動
」

に
関
し
て
は
労
使
協
議
会
の

「
説
明
事
項
」
に
な
っ
て
お
り
、

労
働
条
件
の
大
幅
な
変
更
を
伴

う
事
も
予
想
さ
れ
、
労
働
組
合

と
し
て
組
合
員
に
し
っ
か
り
情

報
を
提
供
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
「
本
庄
に
移
し
た
職
場

を
ど
う
し
て
ま
た
富
岡
に
戻
す

ん
だ
。
当
事
者
が
大
変
だ
よ
な
」

職
場
の
率
直
な
疑
問
で
す

６
５
歳
に
な
っ
た
ら

介
護
保
険
料
の
支
払
い

【
沖
電
気
Ｏ
Ｂ
】

介
護
保
険
被
保
険
証
が
郵
送

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
後
日
介

護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
送
付

い
た
し
ま
す
」
と
メ
モ
が
添
え

て
あ
り
ま
し
た
。
送
付
さ
れ
て

き
た
通
知
書
に
は
年
間
５
万
９

７
０
０
円
の
保
険
料
と
記
載
が

あ
り
ま
し
た
。

年
金
が
増
え
る
わ
け
で
も
な

い
の
に
負
担
増
は
納
得
で
き
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
老
後
も
人
間

ら
し
く
生
活
で
き
る
社
会
に
な
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

今
、
家
族
の
絆
も
破
壊
し
た

日
本
の
象
徴
と
し
て
、
ゆ
く
え

不
明
の
老
人
問
題
が
明
る
み
に

で
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
問
題

が
、
つ
い
に
我
が
身
に
も
と
感

じ
る
昨
今
で
す
。

一
緒
の
夏
休
み
が
欲
し
い

【
ジ
ェ
イ
ア
イ
ピ
ー
テ
ク
ノ
】

本
庄
工
場
の
多
く
の
職
場
が
夏

休
み
に
入
っ
て
い
る
中
、
例
年

同
様
、
Ｊ
Ｉ
Ｐ
の
美
顔
器
製
造

職
場
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
コ
メ
ッ
ト
）

は
平
常
の
勤
務
で
し
た
。

酷
暑
の
連
続
で
し
た
が
、
職

場
の
冷
房
は
お
お
か
た
止
ま
り
、

一
部
し
か
動
い
て
い
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
社
員
食
堂
は
休
業
で
、

弁
当
持
参
の
毎
日
で
す
。

美
顔
職
場
の
夏
休
み
は
、
他

職
場
が
夏
休
み
を
終
え
、
出
勤

し
て
き
た
８
月
９
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
（
土
・
日
を
含
め
５
日

間
）
。
沖
や
Ｊ
Ｉ
Ｐ
他
職
場
が

９
日
間
の
夏
休
み
に
比
べ
、
短

い
夏
休
み
で
す
。
さ
ら
に
お
盆

の
時
期
に
も
外
れ
、
家
族
や
友

人
と
も
す
れ
違
い
で
す
。

夏
休
み
の
改
善
は
切
実
な
願

い
で
す
。
来
年
こ
そ
他
職
場
同

様
に
、
家
族
や
友
人
と
過
ご
せ

る
夏
休
み
へ
、
長
年
の
願
い
が

実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
３
６
回

Ｂ級ご当地
グルメの祭典

９月１８日～１９日

in 厚木

２００７年３月期 ２０１０年３月期

売上高 ７１１８億円 売上高 ４４３９億円

０８年１０月

半導体売却

半
導
体
売
却
で
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は

情
報
通
信
・
プ
リ
ン
タ
企
業

０
８
年
１
０
月
に
売
上
高

の
２
割
を
占
め
て
し
た
半
導

体
事
業
を
ロ
ー
ム
社
に
売
却

（
純
益
７
９
４
億
円
）
。

１
０
年
の
研
究
開
発
＋
設
備

投
資
額
は
プ
リ
ン
タ
事
業
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
生
産
工
場
を
ル
ネ
サ

ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
か
ら
１
０
億

円
で
取
得
な
ど
で
情
報
通
信

を
上
回
り
ま
し
た
。

《
話
題
》
安
く
て
旨
く
て
地
元
の

人
に
愛
さ
れ
て
い
る
地
域
の
名
物
料

理
や
郷
土
料
理
の
第
５
回
大
会
は
４

６
団
体
が
参
加
予
定
で
厚
木
球
場
な

ど
３
会
場
で
開
催
の
予
定
。
写
真
は

昨
年
の
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
の

「
横
手
焼
き
そ
ば
」
一
、
二
回
大
会

の
「
富
士
宮
や
き
そ
ば
」
三
回
大
会

「
厚
木
シ
ロ
コ
ロ
・
ホ
ル
モ
ン
」
の

三
つ
が
殿
堂
入
り
し
て
い
る
。

今
年
の
グ
ラ
ン
プ
リ
は
ど
こ
の
何
か
。

宮崎工場（清武町：１３万㎡）は１９

７８年の１５００人首切り「合理化」

と品川工場売却の後に資金約２００億

円で「社運」をかけて８１年に操業。

現・ＯＫＩセミコンダクタ宮崎

「
倒
産
必
至
」
と
言
い
な
が
ら

宮
崎
に
Ｉ
Ｃ
の
近
代
工
場

電
電
公
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
か
ら
当
時

の
最
先
端
技
術
だ
っ
た
６
４
㌔
ビ
ッ

ト
メ
モ
リ
ー
Ｉ
Ｃ
（
Ｒ
Ａ
Ｍ
）
の
生

産
技
術
の
無
償
提
供
と
富
士
銀
行
の

全
面
協
力
で
設
立
し
た
。

１９８３年制定 沖電気防災の日（１０月３日）起源

１９８２年 宮崎沖電気工場で火災が発生した日

密
室
の
工
場

生
産
拡
大
の
中
で
火
災

二
交
替
か
ら
三
交
替
制

へ
、
３
５
０
人
体
制
か
ら

８
０
０
体
制
に
な
り
、
８

２
年
８
月
に
は
月
産
１
０

０
万
個
へ
と
、
２
４
時
間

連
続
操
業
、
年
間
３
４
４

日
稼
動
で
急
激
に
生
産
を

拡
大
し
た
。

１
０
月
３
日
（
日
曜
日
）

午
前
８
時
２
５
分
に
火
災

事
故
が
発
生
。
前
処
理
棟
、

(
無
塵
室)

鉄
筋
一
部
二
階

建
て
の
天
井
部
分
を
焼
い

て
約
５
時
間
後
に
鎮
火
し

た
。
約
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
暗
闇
の
天
井
裏
は
建
材

の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
に
火
が

つ
い
て
黒
煙
と
熱
風
が
吹

き
荒
れ
た
。

人
命
よ
り

高
額
な
装
置
に
配
慮

？

初
期
消
火
は
エ
ア
マ
ス

ク
を
つ
け
て
宮
崎
沖
電
気

の
自
衛
消
防
隊
が
行
っ
た

が
そ
の
中
の
２
６
歳
の
青

年
が
「
気
道
熱
症
」
で
半

年
後
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

現
地
を
視
察
し
た
増
田
常

務
は
「
１
台
２
〜
３
億
円

す
る
装
置
が
何
十
台
も
水

に
か
か
り
装
置
が
泣
い
て

い
た
」
と
報
告
し
た
。
火

災
の
原
因
は
「
企
業
秘
密
」

の
壁
で
現
在
も
不
明
。


